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研究成果の概要 

 

脳内では神経・血管・グリア細胞などが、互いに密に連携する神経血管ユニットを形成することで、複

雑かつ秩序だった中枢高次機能が発揮される。本研究課題では、知見が乏しい毛細血管を被覆するペリ

サイトを基軸とし、新たなペリサイト-周囲細胞間相互作用を解析することで、新たな脳内ペリサイト

の生理機能の探求と、その分子制御機構の解明に挑戦する。さらに、これらの解析を通して、中枢高次

機能の調節機構の解明や中枢疾患の制圧を目指す。昨年度に引き続き、モデルマウスを用いた分子生物

学的解析を進めることにより脳虚血に伴う急性期の細胞応答と、炎症進展機構の解明を目指した。解析

を進めた結果、急性期組織傷害の進展に対する新たな血管機能が見出され、背後にある複雑な細胞間コ

ミュニケーションが明らかとなった。 
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